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2024年 9月 3日 

 各 位 

 

会 社 名 株 式 会 社 ネ ク ソ ン 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  李  政 憲 

(コード番号:3659 東証プライム市場) 

問 合 せ 先 代表取締役最高財務責任者 植 村  士 朗 

電 話 番 号 03-6629-5318 

 

 

株主還元方針の一部変更及び期末配当予想の修正(増配)に関するお知らせ 
 

 

当社は、本日の取締役会において、株主還元方針の内容を一部変更すること、及び2024年5

月14日に公表した期末配当予想を修正(増配)することを決議いたしましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．株主還元方針の一部変更 

(1) 変更の理由 

当社は、株主への利益還元をより安定的かつ継続的に充実させていくことが重要である

と考え、減損損失を除く前連結会計年度の営業利益のうち33%以上を目標に利益還元を実施

することといたします。これに加えて、連結上の親会社所有者帰属持分当期利益率(ROE)目

標を最低限10%とし、将来的には15%を目指しております。 

 

(2) 変更の内容 

(変更前) 

当社は、株主への利益の還元が重要な経営課題であると認識し、株主資本の状況、経営

実績、収益見通し等を慎重に検討した上で、業績の進展状況に応じて、利益配当・自己株

式取得等を通じて株主に対し利益還元を行う方針であります。内部留保資金の使途につき

ましては、経営基盤の強化と今後の事業領域の充実を目的とした既存事業の拡充や新規事

業の展開、M&A又はゲーム配信権の取得等、将来の成長に向けた積極的な事業展開を図るた

めの有効投資と株主への利益の還元とのバランスを考慮し実行してまいりたいと考えてお

ります。また、当社は、中間配当と期末配当の年2回の剰余金の配当を行うことを基本方針

としております。 
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(変更後) 

当社は、株主への利益の還元が重要な経営課題であると認識し、株主資本の状況、経営

実績、収益見通し等を慎重に検討した上で、業績の進展状況に応じて、利益配当・自己株

式取得等を通じて株主に対し利益還元を行う方針であります。また、株主への利益還元を

より安定的かつ継続的に充実させていくことが重要であると考え、減損損失を除く前連結

会計年度の営業利益のうち33%以上を目標に利益還元を実施することといたします。これに

加えて、連結上の親会社所有者帰属持分当期利益率(ROE)目標を最低限10%とし、将来的に

は15%を目指しております。 

内部留保資金の使途につきましては、経営基盤の強化と今後の事業領域の充実を目的と

した既存事業の拡充や新規事業の展開、M&A又はゲーム配信権の取得等、将来の成長に向け

た積極的な事業展開を図るための有効投資と株主への利益の還元とのバランスを考慮し実

行してまいりたいと考えております。 

また、当社は、中間配当と期末配当の年2回の剰余金の配当を行うことを基本方針として

おります。 

 

２．配当予想の修正 

(1) 修正の理由 

上記１(2)の変更後の方針の一環として、当期の期末配当から1株当たりの半期配当を

7.50円から15.00円に増配することといたします。 

これにより、当期の年間配当予想を1株当たり15.00円から22.50円に修正いたします。 

 

(2) 修正の内容 

 年間配当金(円) 

第2四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
(2024年5月14日公表) 

 7.50 15.00 

今 回 修 正 予 想  15.00 22.50 

当 期 実 績 7.50   

前 期 実 績 
( 2 0 2 3 年 1 2 月 期 ) 

5.00 5.00 10.00 

 

以上 


